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1 ．はじめに
前号までにおいて筆者は、戦時期の東北帝国大学工学部航空学科教授で、著名な歯車研究者
である成瀬政男（1898-1979）について、彼の歯車研究の戦時研究における位置づけや、その
特徴的な著述活動について明らかにし、著述物から成瀬の科学思想・技術思想を読み解いてき
た1）。この研究を通して、成瀬政男の人生に少なからぬ影響を与えた人物の一人として、成瀬の
東北帝国大学工学専門部から工学部時代の恩師であり、また成瀬が東北帝国大学の教員となっ
た後には、主として組織上の上司である工学部長として学部を切り盛りした宮城音五郎（1883-
1967）が浮上した。
宮城音五郎2）は、1883（明治16）年 8 月 3 日に埼玉県大里郡久下村（現熊谷市）に生まれ、
1905（明治38）年 7 月に第一高等学校を卒業後、同年 9 月、東京帝国大学工科大学機械工学科
に入学、卒業前の1908（明治41）年 4 月に海事局技手（神戸海務署勤務）となり、同年 7 月に
同大学を卒業している。
翌1909（明治42）年 1月には、海事局を依願免官し、同年 4月に仙台高等工業学校講師に着任、
8 月には同校教授に昇任し、1912（明治45）年 4 月には、仙台高等工業学校が東北帝国大学工
学専門部となったことから、その教授となる。
1917（大正 6）年 9 月には、アメリカ、イギリス留学（機械工学研究のため）を命じられ、
11月に出発、翌1918（大正 7）年12月に帰国し、1919（大正 8）年 5 月、工学部が設置された
東北帝国大学教授（工学部機械工学第 1 講座担任）となり、付属工学専門部兼任となる。同年
6 月には同大学の評議員となり、同年 7 月、工学博士の学位を授与され、11月には第二講座兼
担となる。
1921（大正10）年 4月には工学部長に選出され、1923（大正12）年 4月まで務めた。1930（昭
和 5）年10月に欧米各国への出張を命ぜられ、11月に出発し、1931（昭和 6）年 4 月に帰国し
ている。
1934（昭和 9）年 7 月には、ふたたび工学部長に選出され、終戦間際の1945（昭和20）年 3
月に東北帝国大学を依願免本官するまで、長きにわたり在任することとなる。その間、1938（昭
和13）年 9 月には航空学科創設準備委員長となり、航空学科の創設にあたった。そして、1939
（昭和14）年 5月に航空学科が創設されると、航空学第一講座の担任となり、機械工学第一講座
も兼担した。
また、1943（昭和18）年10月頃より、東北学院航空専門学校の創設に関与する様になり、
1944（昭和19）年の創設と同時に東北学院航空専門学校の校長に就任し、戦後の1946（昭和21）
年 3月には同校校長を辞任している3）。
1946（昭和21）年 3 月に東北帝国大学名誉教授を授与され、同年、宮城県仙台第一中学校校
長となり、1950（昭和25）年まで務めた。そして1952（昭和27）年には宮城県知事に選出され、
1956（昭和33）年まで任期を務めた。さらには、東北工業大学の創設にも関わり、1961（昭和
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36）年 4 月から同大学開学の年である1964（昭和39）年の10月まで初代学長に就任している4）。
1967（昭和42）年 9月14日に84歳で死去した。
宮城音五郎は、流体力学・流体機械、とくに渦巻ポンプを専門とする工学者であるが、上述
した経歴からも理解される通り、戦時下において、東北帝国大学工学部の学部長として戦時研
究をリードする立場にあり、航空学科創設をリードした人物である。また、終戦間際には、東
北学院航空専門学校創設に関わり、戦後には、宮城県の中等教育や高等教育にも関わり、宮城
県知事まで務めている。この様な著名な人物でありながら、宮城音五郎に関する研究は管見の
限り皆無である。
また宮城は、学術論文以外の著述活動も数多く行っており、戦間期の随筆をとりまとめた『工
業随筆』（河出書房、1940）、戦時期の随筆集である『技術の本質』（明治書房、1943）、終戦後
の随筆集である『科学と人生』（中文館書店、1948）等が残されていることから、それらの随
筆から、その時々の思想を読み取ることも可能であろうと考えられる（本稿末の表 1 ～ 3 を参
照）5）。
そこで本稿では、まず前段において、『河北新報』に掲載された記事を中心に、宮城音五郎の
著述活動について概観し、後段では、戦間期に執筆された随筆から、宮城の科学技術思想の抽
出を試みることとする。
なお、本文中で引用した文章はいずれも縦書きであるが、引用の際には横書きにし、適宜、
改行等を施している。また旧漢字は新漢字に改め新漢字にないものはそのまま表記し、仮名づ
かいは原文のままとし、年月日については漢数字をアラビア数字に改めた。欠損や判読不明な
箇所は□□で、字数が不明な場合は [　　] で示した。〔　〕は筆者による注記である。
2 ．宮城音五郎の著述活動
次に宮城音五郎の戦間期の諸活動について見ていくことにする。
表 4 に戦間期（1919年～1939年）に『河北新報』に掲載された宮城音五郎に関連する記事を
まとめた。
冒頭で触れた様に、宮城は、東北帝国大学工学部の前身である仙台高等工業学校時代の1909
（明治42）年 4月に着任し、1912（明治45）年 4月には、仙台高等工業学校が東北帝国大学工学
専門部となったことから、その教授となり、1919（大正 8）年 5 月に工学部設置に伴い東北帝
国大学教授となり、1921（大正10）年 4月から 2年間工学部長を務めている。このため宮城は、
戦間期において、多岐にわたる社会活動を行い、その際の著述内容が『河北新報』に掲載され
ている。
まずは、科学技術啓蒙のための著述活動に注目してみたい。東北帝国大学工学部が設置され、
宮城が着任した年の10月に、早くも「公開講座水力の話」を 5 回連載にて寄稿している（表 4
を参照）。この公開講座の記事は水力発電の仕組みや、日本における効用等を説明したものであ
る6）。
1932（昭和 7）年 4 月23日付の『河北新報』に、「東北帝大工学部に航空学教室を設置」と、
航空学科設置に向けた動きが報じられ、見出しに「是非実現したいと宮城教授語る」とあり、
その内容が記載されている7）。
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表 4 　『河北新報』に掲載された宮城音五郎関連記事
日付 記事名 概要
1919年 5 月23日 辞令 （※ 1）東北帝国大学工科大学教授兼工学専門部教授　宮城音五
郎・平山毅・八木秀次・砂谷智導・湯浅亀一
1919年 7 月15日 新博士五十六人　宮城、八木両教授も 工学博士宮城音五郎・八木秀次
1919年10月 4 日 新博士 工学博士宮城音五郎・八木秀次
1919年10月19日 公開講座水力の話【一】　工学博士宮城音五郎 水の動力（落差によるエネルギー）について
1919年10月20日 公開講座水力の話【二】　工学博士宮城音五郎 水力発電所の有効性について
1919年10月21日 公開講座水力の話【三】　工学博士宮城音五郎 タービンについて
1919年10月22日 公開講座水力の話【四】　工学博士宮城音五郎 タービンについて
1919年10月23日 公開講座水力の話【五】　工学博士宮城音五郎 タービンについて
1921年 4 月 6 日 老閥打破の刃に自ら伏した井上博士　後進の途を開
く為めにとて北大工学部長の椅子を棄つ
井上仁吉から宮城音五郎へ
1921年 6 月15日 燃料に窮した揚句海潮利用の動力　宮城博士談
1923年 4 月 7 日　夕刊 工学部長に平山教授 宮城音五郎から平山毅へ
1923年 7 月26日 臨海実験所建設視察 理学部畑井新喜司・工学部宮城音五郎教授、中島泉次郎技師が
出張
1924年 2 月24日 直轄学校火災防止調査 文部省の依頼で、中島泉太郎技師、工学部井上仁吉・宮城音五
郎教授が調査
1924年11月23日 力学上から地震の破壊力を宮城博士が研究
1927年 5 月28日 大学でする機械の製作修繕　民間の利用者が至って
少ないは遺憾
工学部宮城音五郎教授談
1927年11月 1 日 天然地震による家屋破壊の原則を発見して之に応ず
る建築形式を研究する
工学部宮城音五郎教授の研究
1927年12月 7 日 東北大学よりの指定研究発表　明秋東京に開かれる
万国工業大会において
理学部真島利行、工学部宮城音五郎・八木秀次・池田謙三教授、
金属材料研究所本多光太郎が指名
1927年12月20日 東北大学学者先生物語（十七）　書道と謡曲の大家
工学博士宮城音五郎氏
1928年 1 月22日 万国工学大会に対する準備 工学部宮城音五郎教授が準備委員を務める
1928年 7 月19日 水泡を利用して水の流れを測定する　東北大学の宮
城教授
1928年 9 月 8 日 東北大学代表　御大礼に参加 井上仁吉総長、医学部井上嘉都治・関口蕃樹・長谷部言人、理
学部林鶴一、工学部宮城音五郎、法文学部佐藤丑次郎、金属材
料研究所本多光太郎教授が参列
1929年 3 月10日 水力タービンの震動原因発見　宮城教授が近く発表 工学部宮城音五郎教授
1929年 9 月27日 機械学大会　来月十二日より三日間工学部において
開催
工学部宮城音五郎教授が大会委員長を務め、工学部砂谷智導教
授・宮津純講師、金属材料研究所浅川勇吉助手らが研究発表
1930年 6 月25日 宮城県水泳協会発会式挙行近し 水泳部（工学部宮城音五郎教授が部長）も加盟
1930年10月12日　夕刊 辞令 工学部宮城音五郎教授に欧米各国出張を命ず
1931年 4 月21日 賠償金では苦しんでも研究は旺盛　きのう大学に
帰った宮城博士、欧米工業界を語る
1932年 4 月23日 東北帝大工学部に航空学教室を設置 工学部宮城音五郎教授談
1933年 3 月 8 日 学術振興会　常置委員委嘱 本多光太郎総長に理事委嘱の他、理学部真島利行・矢部長克・
畑井新喜司、医学部布施現之助、工学部八木秀次・原竜三郎・
宮城音五郎・抜山平一、法文学部山田孝雄教授に委員委嘱
1933年 3 月21日 発明協会宮城県支部発会式 工学部宮城音五郎教授が記念講演
1933年 3 月25日　夕刊 発明思想普及科学講演会 本多光太郎総長、工学部宮城音五郎・千葉茂太郎教授、金属材
料研究所青山新一助教授・渡辺直行嘱託が講演
1933年 3 月25日 出品総数六百点気を吐く発明品　発明協会宮城支部
けふ発会式　創立総会を挙げる
東北大学からも参考出品。工学部宮城音五郎教授が講演、千葉
茂太郎教授が活動写真上映
1933年 8 月 4 日 定期叙勲 宮城音五郎・田岡良一・佐藤彰
1933年 9 月28日 機械学会仙台地方講演会 工学部にて開催。工学部抜山四郎・宮城音五郎・前川道治郎教
授、市原通敏助教授が発表
1934年12月 7 日 『東北調査会』設置　本社首唱　東北六県結束　調
査会委員顔触決定
本多光太郎総長、庶務課長伊藤日出登、理学部教授小林巌・畑
井新喜司・渡辺万次郎・吉井義次、医学部教授長谷部言人・近
藤正二、工学部教授宮城音五郎・原竜三郎・池田謙三、法文学
部教授千葉胤成・中川善之助・長谷田泰三・宇野弘蔵、金属材
料研究所長石原寅次郎
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　　新学科の増設は学部としての充実を図る上から年来の懸案となつてをり土木科といふ話
もあつたが土木科の無い大学は仙台だけで、他の大学には全部あるからさう急ぐ必要もな
いが航空学教室は従来東大工学部のみである上に国家の将来と重要な関係にあり、又現在
こゝの各学科とも密接な関係にあるので航空学教室に決定した。世界各国の工学部を有す
る大学で航空学に関する教室乃至講座の無い所はなく、欧米は航空機の数からいつてわが
国とは比較にならぬが学問としての研究も非常に盛んだ兎に角航空機の重要なことは今回
の日支事変で誰しもが痛感したことであらうと思ふ、東北帝国大学工学部の各科は航空機
に密接な研究をやつてをり卒業生も年々航空機会社へ就職する者が多い位で金研を始めエ
ンジンにもボデーにもペイントにも研究は揃つてゐるから好都合である予算は60万円で 3
年計画だが是非実現し度いと思つてゐる
冒頭で触れたように、宮城が航空学科創設準備委員長となり、その創設にあたるのが、1938
1935年 2 月 9 日 “ 東北に広く工業を興すべし ”東北帝大宮城教授か
ら宮城県振興調査会に意見書
1935年 2 月17日 宮城県振興の対策④－宮城県振興調査会各委員会の
意見－
理学部小林松助・畑井新喜司・渡辺万次郎、医学部近藤正二、
工学部宮城音五郎、法文学部長谷田泰三 6 教授と、法文学部田
中館秀三講師が、農学部設置を提言
1935年 2 月24日 宮城県振興の対策⑪－宮城県振興調査会各委員会の
意見－
工学部宮城音五郎教授の意見
1935年11月 6 日 白石町で発明奨励講演会 工学部宮城音五郎教授が講師
1935年12月16日 河北年鑑特輯ページ 本多光太郎総長・工学部宮城音五郎教授のコメント
1935年12月21日 宮城博士台湾の機械学会列席
1936年 2 月 8 日　夕刊 東北帝大航研愈よ結成へ　夜は講演と映画の夕 会長の工学部宮城音五郎教授らの講演
1936年 2 月15日　夕刊 河北春秋　代議士、田植、批評家　宮城音五郎
1936年 7 月 4 日　夕刊 宮城博士昇叙
1938年 7 月13日 東北ヨット協会　懸案の役員正式決定 顧問に本多光太郎総長・工学部三枝彦雄・宮城音五郎教授、理
事に理学部高須鶴三郎・藤瀬新一郎教授
1938年 9 月 9 日 東北帝大九百名の勤労作業 工学部宮城音五郎教授以下、教職員・学生が勤労奉仕
1938年10月 6 日 宮城部長迎へ小委員全員協議 大学自治問題関係で上京していた工学部長宮城音五郎教授の報
告
1938年10月16日　夕刊 各帝大博士に還り最善の策を求む　改革問題・軌道
に乗る
大学自治問題　工学部長宮城音五郎・法文学部長高橋里美教授
出席で五帝大会議開催
1938年12月 7 日 発明思想普及の講演会開催 工学部宮城音五郎教授が講師
1938年12月10日 発明奨励講演会　けふ報恩会で 工学部宮城音五郎教授が講師
1938年12月29日 東北帝大の御用納 工学部宮城音五郎教授が訓示
1939年 1 月 7 日 新興工業製作品展覧会 工学部宮城音五郎教授が会長。大学の研究製品なども陳列の予
定
1939年 1 月22日 宮城博士も上京陳情　東北大技術者割当問題 工学部宮城音五郎教授　技術者雇傭統制法
1939年 1 月28日 割当増加不可　宮城博士空しく帰る 工学部宮城音五郎教授　技術者雇傭統制法
1939年 4 月14日 新設盛岡高工創立委員に宮城博士　宮城博士語る
1939年 4 月19日 盛岡高工　二部教授で大量養成 工学部宮城音五郎教授の手で着々準備中
1939年 5 月 4 日 高工校長　盛岡初代校長に石原富松教授 創立委員に工学部宮城音五郎教授任命
1939年 8 月30日 侠客肌の兄貴！　新法相を語る宮城博士 工学部宮城音五郎教授の実兄が司法大臣に就任
1939年10月19日 航空工学科建築に悩み　苦心を語る宮城博士 工学部宮城音五郎教授談
1939年10月25日 東北帝大で成人講座を開設 法文学部新明正道・中川善之助・中村重夫教授、山脇重雄助教
授、小谷鶴次講師、工学部宮城音五郎教授が講師、法文学部に
開設
注 1）宮城音五郎のみ東京帝国大学工科大学教授と記載されているが、明らかに誤植と思われるため、東北帝国大学工
科大学教授と修正した。
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（昭和13）年で、航空学科設置が翌1939（昭和14）年のことである。宮城が早い時期より航空学
科創設に関与していたこと、そして戦争との関わりにおいて、航空機の重要性を認識していた
こと、などが理解される8）。
1933（昭和 8）年 3月21日付の「発明協会宮城県支部発会式」、25日付夕刊の「発明思想普及
科学講演会」、朝刊「出品総数六百点気を吐く発明品　発明協会宮城支部けふ発会式　創立総会
を挙げる」には、同日に開催される「帝国発明協会宮城県支部発会式」に宮城が講演を行う旨
が報じられている9）。この講演内容については、後段で触れることとしたい。
また、この時期に設置された「東北調査会」および「宮城県振興調査会」の委員となった宮
城は、宮城県振興策についての意見を寄稿している10）。1935（昭和10）年 2月 9日付『河北新報』
に掲載された「“東北に広く工業を興すべし ”東北帝大宮城教授から　宮城県振興調査会に意見
書」という記事では、宮城は、東北地方の従来産業である農業の拡張振興は当然のことである
が、天候に左右されない工業を振興する必要性について論じている。従来の農業生産には男子
が当たり、女子が従事できる精密機械部品や食器などの「小型成品或は部分品を大量に生産す
る工業例へば精密機械或はその部分品又は金属、木材、竹材その他の材料よりなる食器及び台
所用具の製作の如き」を「家庭工業」の様な形態で振興することを提案している11）。
その他、1935（昭和10）年12月16日付の「河北年鑑特輯ページ」では、「殊に東北振興に重点
が置いてあつて、東北はこれだから振興してもらはなければならぬ、また東北民はこれだから
心をしめてかからなければならぬというような点を極めて多方面に調査研究して得た資料を数
字の上に判然と表はしてあるのが異彩」であり、「振興計画」の「組織や方策など」を「まとめ
て緻密に記載」してあり「確かに効果的」であると「我が “河北年鑑 ”推奨の理由」を述べて
いる12）。このコメントは、東北調査会や宮城県振興調査会の委員という立場を踏まえてのもの
と考えられる。
1936（昭和11）年 2月 8日の夕刊には、本多総長と宮城音五郎、中村左衛門太郎両教授の「肝
煎り」により東北帝国大学に「航空研究会」が創立されるという記事が掲載されている13）。こ
の研究会の会長は宮城音五郎で、 2 月11日の紀元節に発会式と同会購入のグライダーの命名式
があり、宮城の講演があるというものである。
また宮城は、同年 2 月15日の夕刊の「河北春秋」欄に「代議士、田植、批評家」という見出
しで、寄稿している。ここでは、「文学芸術今日の進歩」は「批評家の批評に負う所甚だ大なる
ものがる」と評価し、「文学芸術以外にも批評家があつていゝと思ふ」として、もし汽車や自動
車あるいは飛行機を批評してくれる批評家がいたならば、「日本の航空界は今よりもつと進歩し
てゐたに相違ないと思ふ」と述べている14）。
3 ．宮城音五郎の科学技術思想について
次に、宮城の随筆集としては最も早い時期に刊行された『工業随筆』（1940）から宮城音五郎
の戦間期の科学技術思想の一端を読み解いてみたい。
『工業随筆』の「序」に本書の出版の経緯が記されている15）。
　君の随筆ももう相当の量になつたらうから、纏めて一つ出版することにしてはどうだと、
友人たちから今迄何遍か云はれたけれども、僕はいつもそれを一笑に附してゐた。
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　　此の夏、僕のゐる大学の中川教授から河出書
房の主人河出君は、僕の教え子で出版をやつて
居る、よろしく頼むとの言葉もあつたので出版
を依頼することに決めた
　　先ず取りあへず工業に関係のあるものや、然
るべきものを取出して出版することにし、工業
随筆と名をつけたのであるが、第 1 次欧州戦争
からの今の第 2 次欧州戦争まで20年間に、世界
的不景気の風に吹きまくられて、日本の工業は
永い間不況のどん底に落ちてゐたが、一昨年の
支那事変以来、遽かに時勢の波に乗つて、急速
に発達してゐる。その日本工業界の変遷して来
た情勢や、それに関連した世態などが、この拙
い随筆を通してさへ少しは判るやうな気がする。
その意味からこんな随筆でも少しは温故知新の
足しにならうかと思ふ。
　　〔後略〕
 昭和14年12月11日　　
 仙台の寓居で　筆者
中川教授とは東北帝国大学法文学部教授の中川善
之助を指していると思われる。宮城の交友関係の一
端を伺い知ることが出来よう。
表 5に『工業随筆』の目次を掲げた。「序」で宮城
が述べている様に、第 1 次世界大戦後からドイツの
ポーランド侵攻に至る期間、つまり戦間期に、「工業
に関係のあるものや、然るべきもの」について考え
た随筆を選んで掲載したものである。
表 6 は、掲載されている随筆を初出順に並べ替え
たものである。時系列に見ていくと、社会状況の変化に伴い宮城の科学や技術に対する考え方
の変遷が見えるものと思われる。この表から判る様に、本書掲載中もっとも早い時期に執筆さ
れたものは、1920（大正 9）年 1 月の「工業精神の改造」である。ここではまず、この「工業
精神の改造」から紐解いてみたい。
「工業精神の改造」では、その冒頭において、「去る日の講和会議の結果、吾国は世界八大工
業国の班に列するを得るに至つたとある」と1918（大正 7）年のパリ講和会議の結果に触れ、
それを「工業上に於て、英米と比肩して遜色なきの故を以て、彼等と班を同じうすることを容
認せられたのであると思ふならば、それこそ大なる謬見であつて、生兵法の大怪我、危険これ
より大なるはない」との問題提起からはじまっている16）。続いて、日本の工業が抱える問題点
について、次の様に指摘している。
表 5 　『工業随筆』の目次
目次順 題目
1 機械の音
2 メール制
3 物の大小と比較則
4 自然的威力の征服
5 機械の真価
6 工業製品の芸術観
7 工業精神の改造
8 学問と技術との提携
9 産業振興の根本策
10 国防上より観たる発明の急務
11 基礎的研究から工業的研究へ
12 農村工業は急務を要す
13 科学総動員論
14 世界工業界の今日の趨勢を語る
15 流線形
16 科学休日案
17 工学者に望む
18 工業界新題
19 吾等の使命は重大
20 技術者払底
21 教訓を拾ふ
22 小言
23 技術者の悩み
24 何事にもコツがある
25 防空
26 飛行機の将来
27 火事見
28 科学上より観たる水及び空気のスポーツ
29 故斉藤前右衛門翁追憶談
30 人事を尽して天命を待つ
31 科学者と社会
32 大学といふところ
33 著述物語
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　　日本の工業は遺憾ながら外貌上の工業であつて、工業の精神が心髄にまで及んで居らぬ
といはざるを得ぬ種類のものである。外国品の模造品が多いのは止むを得ぬとしても、模
造が啻に外観の模造に止り、物品そのものの真の意義にまで及んで居らぬ。外観の模造は
容易で意義の模造は容易でない故を以て、意義の模造を閑却して居るのである。舶来品と
称して上等品の別名と思はせた過去は深く問はず、今日に於てすら舶来品の方が概して和
製品よりも上等で、和製品に信用なきは何故か。仏作りて魂入れず。外見ばかり真似て造
るから、もぬけの殻の物のみ生じ、外貌具はり気抜けのした物なるが故に外ならぬ17）。
表 6 　『工業随筆』の掲載随筆（初出順）
初出年月 目次順 題目 初出媒体 備考
1920年 1 月 7 工業精神の改造 河北新報
1922年 8 月 4 自然的威力の征服 学芸
1924年 6 月 1 機械の音 東洋経済新報
1924年 7 月 2 メール制 河北新報
1924年12月 32 大学といふところ 工明会誌
1925年 5 月 5 機械の真価 工業之大日本
1926年 1 月 3 物の大小と比較則 東京日日新聞
1927年 1 月 8 学問と技術との提携 日立評論
1927年 1 月 9 産業振興の根本策 工業評論
1931年12月 14 世界工業界の今日の趨勢を語る 東北帝大法文時報
1932年 9 月 28 科学上より観たる水及び空気のスポーツ 仙台放送局にて放送手記
1933年 3 月 10 国防上より観たる発明の急務 斉藤報恩会時報 昭和八年三月二十五日帝国発明協
会宮城県支部発会式に当たり、記
念講演として県会議事堂にて講演
したるものの要旨
1933年 7 月 30 人事を尽して天命を待つ 日立機械評論
1933年12月 22 小言 工明会誌
1935年 7 月 15 流線形 河北新報
1935年 8 月 23 技術者の悩み 河北新報
1935年 8 月 29 故斉藤前右衛門翁追憶談 斎藤報恩会時報 斉藤報恩会記念会当日講演筆記
1935年 9 月 12 農村工業は急務を要す 河北新報
1935年11月 24 何事にもコツがある 河北新報
1936年 8 月 17 工学者に望む 機械学会誌
1937年 9 月 25 防空 河北新報
1937年12月 18 工業界新題 科学知識
1937年12月 21 教訓を拾ふ 工明会誌
1938年 3 月 27 火事見 読書感興
1938年 5 月 6 工業製品の芸術観 中央公論
1938年 5 月 16 科学休日案 文藝春秋
1938年10月 20 技術者払底 機械学会誌
1938年11月 31 科学者と社会 科学主義工業
1938年12月 11 基礎的研究から工業的研究へ 科学知識
1939年 1 月 33 著述物語 学燈
1939年 2 月 19 吾等の使命は重大 工明会誌
1939年 5 月 13 科学総動員論 科学主義工業
1939年 6 月 26 飛行機の将来 ラヂオ全国放送
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この様に宮城は、第 1 次世界大戦下のいわゆる大戦景気により、生産量が増大した日本国内
の工業について、「外観の模造」であり、「物品そのものの真の意義にまで及んで居らぬ」と問
題点を指摘し、その理由として「工業の精神が心髄にまで及んで居らぬ」ことを挙げている。
この「工業の精神」とは何を示しているのであろうか。
これに続いて、宮城は、「肝心な工業の精神、即ち目に見えない微細の内部から真似てかゝら
なければ、遂には自滅の憂目に遭ふかも知れない」18）、「飛行機にしろ自動車にしろ、外観は相
当立派なものに出来上つては居るけれども、実用的価値に於て耐久力に於て、外国品と比較し
て遜色なしと謂ひ得るものがあるであろうか」19）、「日本の製品には真心が籠つて居らぬ。唯一
時的に金にさへならば能事終れりと考へられたやうな、外見ばかり気にして製作した間に合せ
工業ばかりで、使用者の為めなど思つて造ることをしない」20）などと、「精神」「真心」などと
いう文言を用いて論を進めているが、つまるところ、「使用者の為め」に配慮した物作りの重要
性を指摘しており、「外観」はともかく、「内部」において、求められる「実用的価値」と「耐
久力」を有するものを生産するという考え方が、宮城の「工業精神」であると理解されよう。
また宮城は工業に従事するための「熟練」と「学理」の連携の重要性について、以下の様に
述べている。
　　真意義に合一する工業に従事するには、外見上では見つけ難い種々の研究や判断が要
る。而して、之が解決をつくるに必要なる武器は、第一に熟練、第二に学理である。熟練
は同一のものを何回となく手にかけ、練りに練り熟しに熟したる貴重なる腕前その者であ
る。学理は熟練を助長して製品に真意義を与え、見難く考へ難きを、見易く考へ易からし
め、工業の進歩向上に対して重要欠くべからざるものである。熟練のみでは融通を失ひ、
学理のみでは正鵠を過り易い。両者は須らく常に相提携し、初めて其等の大を致すもので
ある21）。
つまり、宮城は、技術の「熟練」と科学である「学理」が「相提携」することにより、相互
発展を促すのだと論じている。加えて宮城は、
　　日本の工業は萬屋工業である。注意の集中が足りぬ。〔中略〕之が製作に真心をこめぬか
ら、奥行きのない薄つぺらなものになる。形が出来さへすれば好いと云ふ精神である
　　　〔中略〕
　　日本の技術家は、技術家として一本立ちの技量を比較して見たなら、外国のそれに比較
して決して劣つて居るとは思はない。寧ろ優つて居るとさへ考へる。唯惜むらくは熟練が
足りない。何でも屋の通弊として、何にでも多少の心得がある代わりに、何でも皆一様に
薄つぺらである22）。
と、技術面での「熟練」が不足しているために、日本の工業が「奥行きのない」「薄つぺら」な
ものとなっていることを指摘している。続いて宮城は、日本の工業発展のためには、工業の専
業化と分業化が重要であると、次の様に論じる。
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　広いけれども薄つぺらな人々が各所に居て、同じやうな薄つぺらな製品を各所で造つて居
るよりも、狭くとも熟達し造詣の深い人達が各所に居て、各違つた奥行きのある真率なる
製品を造つて居る方が、如何に優つて居るか同日の論でない。和製品の舶来品に劣るのは、
在来の萬屋工業の弊が未だ抜け切らぬためである。つまり工業は分業によりて初めて優良
なる品を製出し得るもので、米国の如きは、極端なる分業によつて、斯くの如き大をなし
て居るのである23）。
そして、宮城は、大学の学術研究においても、歯車のような特異な分野に特化した研究の重
要性についても触れている。
　　米国の一大教授に、歯車ばかりを専門に日夜研究して居る人がある。その人曰く『歯車
とて軽々にしては居れぬ。之が改良進歩によりて僅に0.1パーセント効率を増すことが出来
たとしても、全米国で動力の節約をなし得ること、実に数千万ドルではないか』と。〔中略〕。
米国が工業的に大をなしたる真因は、各人に此の意気があるからだと思ふ。之を日本とし
て考へて見たらどうだ。歯車の研究ばかりに没頭して居たら、大学教授として多分生存し
難くなるであらうし、又工場としても、歯車以外には何も造らぬとすれば、そんな工場は
製品を出さぬ内に潰れて仕舞ふに定つて居る。国情が違ふといつて仕舞へばそれまでだが、
自己の利害を度外視し、広く国家経済から打算して、真面目な研究をしようとする人もな
いし、又しようとしても周囲の事情が之を許さない。実に情けない話ではないか。大正 9
年の新年より新奇蒔直して方針を変へねば、大工業の末席も怪しいものである24）。
この様に、工業や学術研究の在り方について、見識を示す宮城であるが、こと生産現場の問
題、つまり労働問題に関しては、次の様な、手厳しい見解を示すのである。
　　工業は飽までも真面目にやらねばならぬものである。今日動もすれば不真面目に走らん
とし、眼前の小利に惑はされ、人の煽てに乗り、軽挙妄動遠大なる企図を欠く如き気風あ
るを見るは、吾が将来に対して寒心に堪へぬ。罷業、怠業凡て外国の模倣をなさんとして
ゐる。 8 時間制如きが亦然り。主義や方針や精神や慣習や体力や国情に関する心髄に触れ
たるものの考査研究をなすことを忘れ、啻に外観のみに捕はれたる外国の模倣をなさんと
して居る。米英と比肩し得たりと早合点し、安堵の気風を漂はすが如きは時期なほ早き憾
みがある。飽までも真面目の態度を保持して進退すべき大切なる今この時期に盲進せんと
するは危険至極である25）。
「罷業」、「怠業」、「 8時間」労働など、欧米では認められつつある労働者の権利や労働条件の
改善を求める、大正デモクラシーの風潮を、宮城は「不真面目に走らん」「吾が将来に対して寒
心に堪えぬ」と、むしろ批判的な立場にあったことがうかがわれる。
次に、1922（大正11）年に『学芸』に掲載された「自然的威力の征服」の内容をみていく。
　　吾人が工業的の見地から、自然的威力の征服を考ふる場合には、常に必ず経済と云ふこ
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とをも併せ考へる。経済は利益を意味する。経済を無視したる工業、換言すれば損得の考
へなき工業は、真の工業ではない。利害の伴はぬ事業は、工業とは謂ひ難い。吾人が自然
威力を征服するに機械なるものを用ゐる。こは啻に自然的威力の征服を最後の目的とする
のではなく、更に其の威力を変じて有効なる動力たらしめ、以て物質上にも、精神上にも、
直接及び間接に吾人の生存上に、大なる利益と幸福とを与へんとするのである。此の見解
を以て自然的威力を注視するに、或るものは征服に適し或るものは征服に適しない。吾人
の未だ征服せざる威力、そは必ずしも征服し得ざるが故にあらずして、寧ろ征服しても益
なきものであるが故である26）。
この様に宮城は、「工業的の見地から」という前置きの上で、「自然的威力」は、エネルギー
源として、機械をもって征服する対象と捉えつつも、征服するか否かは常に経済性に鑑みるも
のだと述べ、「自然的威力」の種類として風力・水力・潮力・石炭火力・石油火力などに言及し
た後に、日本において最適な「自然的威力」の利用は水力であると述べている27）。
続いて、1927（昭和 2）年 1 月に『日立評論』に掲載された「学問と技術との提携」を見て
みよう28）。1920（大正 9）年 1 月の「工業精神の改造」が出されてから 7年が経過し、宮城は、
下記の様に、日本の科学と技術が著しく発展しているという認識を示している。
　　この数年間の我が技術界の進歩には著しいものがあると思ふ。学術界の進歩にもまた著
しいものがあつて、秤にかけたら何れが多く進歩して居るか、多分同一程度位に進歩して
居るのであらう。
　　技術界が学術界に敬意を払い、学術界が技術界を尊重し、両者の提携が次第に密接にな
りつつある傾向を呈して来たのは、正に最近の著しき進歩であると考える29）。
また宮城は、科学と技術の関係が以前よりも密になってきた現象を実感し、次の様に述べる。
　　この進歩は確かに欧州大戦に於て起つた現象である。日本が世界の第一等国の仲間入り
をし、日本の存在が明らかになつたお陰で、外国人が日本人を馬鹿にしなくなつて、対等
なつき合ひをするやうになつた事は結構な次第であるけれども、日本人に対する外国人が、
今迄のやうに目をかけて大事にすると云うことがなくなり、その反対に、寧ろ競争的精神
が現はれて、日本人に好都合なことを教へたり見せたりしなくなつた。これが確かに現時
の日本の技術界を覚醒せしめたのである。従来のやうな、見まねではいかぬ、真の工業は
学問と技術とが融和結合せんければならぬと心づいて、自然自然に両者の接近が実現せら
るゝやうになつたのである。真に喜ばしい現象であると思ふ。
そして、「近頃」では、「実験室なり研究室なりを製造工場に所属させて置くに至つたと云ふ
ことは、実に日本の大進歩であつて、将来は、学問と技術とは益々接近し密着して行かねばな
らぬものである」と科学を基盤とする技術開発の重要性と可能性について論じ、また「技術が
著しく専門的になつたことも、近頃の大進歩であると思ふ」と、1920年の「工業精神の改造」
で指摘した問題点が改善されたこと、つまり技術の専門化、分業化がなされてきたことを評価
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している。
次に、1933（昭和 8）年の「国防上より観たる発明の急務」を見て行くことにする30）。これは、
先述した様に、1933（昭和 8）年 3 月25日に開催された「帝国発明協会宮城県支部発会式」で
宮城が行った講演の要旨である。
折しも、リットン報告を巡り、1933（昭和 8）年 2 月24日に松岡洋右日本全権が国際連盟総
会会場を退席し、 3 月27日に国際連盟脱退を正式表明するという一連の事件が起こるという時
期になされた講演であったことあり、国際連盟の機能不全を指摘した後、国家としての国防の
必要性を次の様に論じている。
　　国際連盟頼むに足らず、軍縮会議は戦争を絶無にする会議ではないとすれば、吾人は矢
張り従来通り、いつ何時外患に脅かさるゝかも知れず、従つてそれに対抗し常にそれを撃
滅し、脚腰の立たなくなるまで打ちひしいでやるだけの防備と攻撃力とを有して居らなけ
れば、国家として安泰にして居る訳にはいかない31）。
そして、国際連盟とは別の枠組みで行われている軍縮会議において、陸海軍の装備品の制限
がなされることを受けて、今後の軍備の在り方について次のように述べている。
　　このやうな限度に協定が出来上つた暁には、この限度内で出来るだけ有力な飛行機なり
大砲なりを、各国は最大秘密裡に夫々製作に取りかゝらなければならぬ訳である。すると
結局優秀な発明を成し遂げた方が、戦争には勝ち味があると云ふことになる。つまり将来
の戦争は、恰も発明の戦争であるかの如くなり、良い発明を早くやつたものの方が勝ち、
と云ふことになるのである。
　然らば如何なる発明が国防に関係があるか。それはどれ
〵 〳
と明確に云ふことは出来ぬけ
れども、有らゆる発明は直接又は間接に、悉く国防に関係があると云ふことは出来る32）。
　〔中略〕
　　日本は最近国際連盟を脱退する破目に陥り、いつ何時国際間の大圧迫を受けるかも知れ
ない状態にある。この期に際して、発明は実に吾が国刻下の一大急務であると固く信ずる。
従来特許発明なるものは、一部好事家の慰み物のやうな観があつた。がしかしこれからの
吾が国民は、須らく発明発見に関心を持ち、発明発見を他人事のやうに観てゐた旧来の陋
習を改め、発明工業を国内に大に興し、国産増殖を図る一方、国防の充実を計り、他の迫
害を甘受するだけの潜勢力を日頃貯へて置くやうにし、以て大国たるの襟度を示すだけの
余裕を有つて居なければならぬと思ふ33）。
つまり、宮城は、軍縮会議の「協定」の「限度内」で可能な限り優秀な兵器開発を「最大秘
密裏」に実施する必要性を論じ、そのための「発明工業」を振興して行く必要性に言及してい
る。また宮城は「有らゆる発明は直接又は間接に、悉く国防に関係があると云ふことは出来る」
と、技術のデュアルユースという側面についても触れている。国際連盟脱退の時期にあったと
はいえ、かなり軍事関連技術に立ち入った講演内容であったと言える。
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4 ．むすびにかえて
以上、本稿では、宮城音五郎について、まず前段において、『河北新報』に掲載された記事を
中心に、宮城の戦間期の著述活動について概観し、後段では、戦間期の早い時期に執筆された
随筆から、宮城の科学技術思想の抽出を試みた。最後に本稿で述べてきたことをまとめ、若干
の展望について述べておきたい。
宮城は、東北帝国大学工学部の前身である仙台高等工業学校時代の1909（明治42）年 4 月に
着任し、東北帝国大学工学専門部教授を経て、1919（大正 8）年 5 月に東北帝国大学教授とな
り、1921（大正10）年 4月には早くも工学部長を務めている。このため宮城は、戦間期において、
大学人あるいは有識者として多岐にわたる社会活動を行い、その際の著述内容が比較的多く残
されていた。
宮城は、『河北新報』に 5回の連載で「公開講座水力の話」を寄稿するなど、東北帝国大学工
学部着任早々に科学技術啓蒙のための著述活動を行っていたことが明らかになった。
また宮城は、実際には1939（昭和14）年に設置されることとなる航空学科創設に向けて、設
置構想段階より関与していることを確認することができた。加えて宮城は、1936（昭和11）年
2 月の東北帝国大学航空研究会創立に関わり、研究会の会長の職についていることが明らかに
なった。これは航空学科創設のための活動の一環と思われる。
その他、この時期に設置された「東北調査会」および「宮城県振興調査会」の委員となった
宮城は、宮城県振興策について、工学者の立場から、東北地方に広く工業を興すべきという意
見を展開していたことが理解された。そして、東北・宮城の振興という立場からであろうが、
河北新報社が刊行する『河北年鑑』の販売促進のための寄稿を行っていた。
宮城の初期の随筆、『工業随筆』（河出書房、1940）に所収されている、戦間期に執筆された
随筆から、彼の科学技術思想の抽出を試みた。
最も早い時期に書かれた「工業精神の改造」（1920）で、宮城は、大戦景気で勃興していた日
本の工業界に対し、使用者の要求に応えられる様な性能と耐久性を備えずに、外観ばかりにと
らわれた生産の有り様について「精神」「真心」の欠如という表現で、その問題点を厳しく指摘
し、それぞれの専門分野の深化と分業体制の構築の必要性について論じていた。
また生産現場において「熟練」と「学理」が連携することの重要性を指摘するが、その一方
で、生産現場の労働問題については、関心を示さず、むしろ批判的に捉えていたことが理解さ
れた。
この 7年後に書かれた「学問と技術との提携」（1927）では、日本の科学と技術が著しく発展
しているという認識を示し、また、科学と技術の関係が以前よりも密になってきたと実感し、
「近頃」では、「実験室なり研究室なりを製造工場に所属させて置くに至つたと云ふことは、実
に日本の大進歩であつて、将来は、学問と技術とは益々接近し密着して行かねばならぬもので
ある」と科学を基盤とする技術開発の重要性と可能性について論じ、また「技術が著しく専門
的になつたことも、近頃の大進歩であると思ふ」と、「工業精神の改造」（1920）で指摘した問
題点が改善されたこと、つまり技術の専門化、分業化がなされてきたことを評価している。
「自然的威力の征服」（1922）において、宮城は、自然威力は機械をもって征服する対象と捉
えつつも、征服するか否かは常に経済性に鑑みるものだと理解していた。つまり、技術発展が
専ら経済の原則に基づいているという技術の本質を理解していたと受け止められよう。
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この様に、宮城は、科学と技術の関係や技術の本質を比較的的確に捉える一方、他方におい
て、実際の生産現場や労働問題については、等閑視し、むしろ批判的な立場を示していたこと
が明らかになった。
「国防上より観たる発明の急務」（1933）では、宮城は、日本が国際連盟から脱退しようとす
る時期にあったこともあり、国際連盟の機能不全を批判し、国防の必要性を論じ、加えて、軍
縮会議の「協定」の「限度内」で可能な限り優秀な兵器開発を「最大秘密裏」に実施する必要
性を論じ、そのための「発明工業」を振興して行く必要性に言及している。また宮城は「有ら
ゆる発明は直接又は間接に、悉く国防に関係があると云ふことは出来る」と、技術のデュアル
ユースという側面についても言及していた。
以上の様な、科学技術の捉え方をする宮城が、この後に、戦時期から戦後期という社会が大
きく変化する時代を過ごすことになる。この変化の中で、宮城の科学技術思想は、いかに変容
していくのだろうか。あるいは変容しないのであろうか。今後の課題としたい。
〔付記〕本研究は JSPS 科研費 JP16K04518の助成を受けたものです。
表 1 　宮城音五郎　著作目録（著書）
著者名 書名 版表示 出版者名 出版年 シリーズ名 番号 備考
宮城音五郎 Analyticalresearchesof
thetheoryandtheforms
oftheImpellerbladesof
centrifugalpumps
[s.n.] 19--
宮城音五郎 機械学 丸善 1912
宮城音五郎 機械学 増補［版］ 丸善 1914
宮城音五郎 渦卷ポンプ 丸善 1917
宮城音五郎 工業力學 丸善 1925 機械學通論 第 1編
宮城音五郎 材料強弱學 丸善 1927 機械學通論 第 2編
宮城音五郎 力學 丸善 1928 近世機械学 第 1巻
宮城音五郎 材料強弱學 丸善 1928 近世機械学 第 2巻
宮城音五郎，
中村清，
浅野定次
冷凍法と其應用 大日本工業學會 1928 序論のみ執筆
宮城音五郎 機構學 丸善 1929 近世機械学 第 3巻
宮城音五郎 水力の利用と水力タービ
ン
三省堂 1930 クロモシリーズ
宮城音五郎 水力學 丸善 1930 近世機械学 第 4巻
宮城音五郎 問題詳解 丸善 1932 近世機械学
宮城音五郎 水力學 岩波書店 1933 岩波全書 13
宮城音五郎 宮城渦巻ポンプ 改版 丸善出版 1934
宮城音五郎，
土居寛通
流體力學・煖冷房及換氣 アルス 1935 アルス機械工學大講座 補巻
宮城音五郎 水力及水力機械 丸善 1936 近世機械学 第 5巻
宮城音五郎 水力傳動装置 共立社 1936 高等機械設計 第10編
宮城音五郎，
田中敬吉
力學.流體力學 アルス 1937 アルス機械工学大講座
宮城音五郎 機械設計 丸善 1938 近世機械学 第 6巻
宮城音五郎 材料力学 改版第 7版 丸善 1938 近世機械学 第 2巻
宮城音五郎 機構学 全訂改版 丸善 1939 近世機械学 第 3巻
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宮城音五郎 工業隨筆 河出書房 1940
宮城音五郎 科學から工業へ 大八洲出版 1941
宮城音五郎 工業力学 第 6版 丸善 1941
宮城音五郎 材料力学 全訂改版 丸善 1941
宮城音五郎 科学から工業へ 同文書院 1941
宮城音五郎 力学 全訂改版 丸善 1941 近世機械学 第 1巻
宮城音五郎 技術の本質 明治書房 1943
宮城音五郎 宮城渦巻ポンプ 訂正［10］版 丸善出版 1943
宮城音五郎 熱及熱力学 丸善 1943 近世機械学 第 7巻
宮城音五郎 便利主義と能率主義 生活社 1946 日本叢書 第89
宮城音五郎 科學と人生 中文館書店 1948
宮城音五郎 応用数学:工学例説 丸善 1949
宮城音五郎 宮城渦巻ポンプ 訂正版 丸善出版 1949
宮城音五郎，
川田正秋，
福原達三
摩擦傅動装置.捲掛傅動
装置.水力傅動装置
複製 1版 共立出版 1949 高等機械設計
表 2 　宮城音五郎　著作目録（雑誌等への随筆等）
著者名 論文名 雑誌名 出版者名 出版日付 巻 号 ページ 備考
大河内正敏，山口喜三郎，
和田嘉衡，島津源吉，
宮城音五郎，渡邊襄，
抜山平一，秋保安治
創刊の辞 /発刊に際し
て /発刊を祝して /精
機協会会誌創刊を祝し
て /精密機械の意義 /
精密機械と兵器 /創刊
を祝して
精密機械 TheJapanSociety
forPrecision
Engineering
1933 1 1 1-8
宮城音五郎 精密機械の意義 精密機械 公益社団法人精
密工学会
1933 1 1 4-6
宮城音五郎 東北振興と農村工業 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1935 38 219 461-463
宮城音五郎 工学者に望む 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1936 39 232 429-432
宮城音五郎 技術者拂底 日本機械学
會誌
一般社団法人日
本機械学会
1938 41 259 901-904
宮城音五郎 時言三題 日本金屬學
會誌
TheJapan
Instituteof
Metals
1941 5 4 117-120
宮城音五郎 科学と技術私見 日本機械学
會誌
一般社団法人日
本機械学会
1941 44 293 573-575
宮城音五郎 愚見一束 日本機械学
會誌
一般社団法人日
本機械学会
1946 49 337 229-234
宮城音五郎 ハイカラ昔話 学鐙 丸善 1951 48 8 18-20
宮城音五郎 わが國工業教育私見 日本機械学
會誌
一般社団法人日
本機械学会
1951 54 395 495-496
宮城音五郎 良性能，堅固，耐久を
三要素として輸出製品
を
Engineering エンヂニヤリン
グ社
1952 39 4 97-98
宮城音五郎 工業教育のありかた 工業教育 JapaneseSociety
forEngineering
Education
1953 1 1 13-17
宮城音五郎 文化設備を語る座談会 管工事工業 日本空調衛生工
事業協会
1953 7 5 8-19
宮城音五郎 講義と演説 文芸 河出書房 1956 13 7 ????
宮城音五郎 日本工業の歩み（回顧
談）
日本機械学
會誌
一般社団法人日
本機械学会
1958 61 472 463-464
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表 3 　宮城音五郎　著作目録（学術論文等）
著者名 論文名 雑誌名 出版者名 出版日付 巻 号 ページ 備考
宮城音五郎 圖法による渦卷ポンプ
の研究
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1915 18 37 1-38 31まで論文、
33より質疑及
評論
宮城音五郎 OntheLeakageofWater
throughtheClearance
RingsinaCentrifugalPump
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1921 24 68 15-29 グラフ 2頁別
途添付
宮城音五郎 OntheLeakageof
Waterthroughthe
ClearanceofRings
inaCentrifuglPump
（DISCUSSIONOF
PAPERREADATTHE
NO.80^<th>LECTURE
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1922 25 72 39-50
宮城音五郎 NotesontheDraught
T u b e o f aW a t e r
Turbine
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1922 25 74 1-12
宮城音五郎 雪害による水力發電所
破碎調査報告
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1924 27 86 505-516
宮城音五郎 水車放水管内のキャビ
テーションとそれに起
因する放水管の振動に
就て
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1930 33 156 191-206
宮城音五郎 彎曲せる水車放水管の
理論及び設計
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1930 33 164 733-743
宮城音五郎 水車吸水管の模型試験
に就て
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1932 35 179 197-201
宮城音五郎 曲管内の流れと流れの
安定さに就て
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1932 35 187 1121-
1124
宮城音五郎 曲管内の流れ 応用物理 TheJapan
Societyof
AppliedPhysics
1933 2 9 331-334
宮城音五郎 漕艇竝に漕法の研究 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1934 37 206 356-364
宮城音五郎 水力接手に就て 機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1934 37 212 870-871
宮城音五郎 プロペラの設計に必要
なる理論とその圖式解
法
機械学會論
文集
TheJapanSociety
o fM e c h a n i c a l
Engineers
1935 1 4 278-281
宮城音五郎 水力接手に就て 機械学會論
文集
一般社団法人日
本機械学会
1935 1 2 127-129
宮城音五郎 プロペラの設計に必要
なる理論とその圖式解
法
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1935 38 220 553-555
宮城音五郎 プロペラの設計に必要
なる理論とその圖式解
法
機械学會論
文集
一般社団法人日
本機械学会
1935 1 4 278-281
宮城音五郎 模型試驗によるフラン
シス、プロペラ及びカ
プラン水車の效率推算
機械學會誌 一般社団法人日
本機械学会
1937 40 241 320-321
宮城音五郎 模型試驗によるフラン
シス:プロペラ及びカ
プラン水車の効率推算
機械学會論
文集
一般社団法人日
本機械学会
1937 3 13 320-325
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池谷武雄，伊藤龍平，
有川要，天野愼一，
板谷松樹，今井恒三郎，
今井直次郎，植松時雄，
沖巖，葛西泰二郎，
鬼頭史城，小森谷享，
小柳孝巳，佐野新三郎，
生源寺順，鈴木茂哉，
鈴木宣義，高井英明，
田伏敬三，出崎悟，
富永守之，沼知福三郎，
松本容吉，宮津純，
宮城音五郎，山川政雄，
吉田貞之助，米田正太郎，
山崎卓爾
水車研究部會の中間報
告（その 1）
日本機械学
會誌
一般社団法人日
本機械学会
1947 50 350 335-336
――
注
1）拙稿「成瀬政男の戦時研究と科学思想・技術思想についての一考察－『ドイツ工業界の印象を中心に－』」
『東北大学史料館紀要』12、2017、pp.37-50、および、「成瀬政男の科学思想・技術思想について『－戦時
下の著述活動を中心に－』」『東北大学史料館紀要』13、2018、pp.1-11。
2 ）宮城音五郎の経歴等については、『宮城県百科事典』河北新報社、1982、p.991、東北大学百年史編集員会
編『東北大学百年史10　資料 3』東北大学、2009、『東北大学百年史 1 　通史 1』東北大学、pp.220-253、
等を参照した。
3）東北学院大学百年史編集委員会編『東北学院大学百年史』東北学院、1989、pp.894-899、917-918。東北学
院大学百年史編集委員会編『東北学院大学百年史　資料編』東北学院、1989、p.454。
4 ）なお、宮城は死去する1967（昭和42）年まで、理事・評議員を務めている。学校法人東北工業大学50年史
編集委員会編『学校法人　東北工業大学50年史』学校法人東北工業大学、2010、pp.473-474、p.533。
5 ）現時点での目録であるため、不完全であることを付記しておく。
6）「公開講座水力の話」【1】～【5】1919年10月19日～23日付『河北新報』。
7）「東北帝大工学部に航空学教室を設置」1932年 4 月23日付『河北新報』。
8）なお、この年（昭和 7年）から航空学科設置の概算要求が行われていることからも、宮城が早い時期より
設置構想に関与していたことがうかがわれる。前掲『東北大学百年史 1　通史 1』、p.305。
9 ）「発明協会宮城県支部発会式　二十五日挙行」1933年 3 月21日付『河北新報』、「発明思想普及科学講演会」
1933年 3 月25日付『河北新報』夕刊。
10）「『東北調査会』設置　本社首唱　東北六県結束　調査会委員顔触決定」1934年12月 7 日付『河北新報』、「宮
城県振興の対策⑪－宮城県振興調査会各委員会の意見－」1935年 2 月24日付『河北新報』など。
11）「“ 東北に広く工業を興すべし ”東北帝大宮城教授から　宮城県振興調査会に意見書」1935年 2 月 9 日付
『河北新報』。
12）「河北年鑑特輯ページ　反共偉大に驚嘆」1935年12月16日付『河北新報』。なお本多光太郎東北帝国大学総
長も「手放されない　最も適切な読本だ」と推薦している。
13）「東北帝大航研愈よ結成へ」1936年 2 月 8 日付『河北新報』夕刊。
14）「河北春秋　代議士、田植、批評家　宮城音五郎」1936年 2 月15日付『河北新報』夕刊。
15）宮城音五郎『工業随筆』河出書房、1940、序。
16）宮城音五郎「工業精神の改造」同上書、p.118。
17）同上書、p.119。
18）同上書、p.124。
19）同上書、p.125。
宮城音五郎の科学技術思想について 79
20）同上。
21）同上書、p.126。
22）同上書、p.127。
23）同上書、p.129。
24）同上書、pp.128-129。
25）同上書、p.129。
26）宮城音五郎「自然的威力の征服」同上書、p.78。
27）同上書、p.90．
28）宮城音五郎「学問と技術との提携」、同上書、pp.130-134。
29）同上書、pp.130-134。
30）宮城音五郎「国防上より観たる発明の急務」、同上書、pp.143-154。
31）同上書、p.149。
32）同上書、pp.151-152。
33）同上書、p.153。
